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当行では、従来から地域社会の課題やお客さまの課題解決に対して本業を通じた
地域貢献や本業を超えた幅広い社会貢献を実施してまいりました。2018年10月に
は、企業活動をおこなうにあたり社会の一員として必ず守らなければならない基本的
な事項をまとめ「企業行動規範」にＳＤＧｓへ対応していく内容を追加しました。

ＳＤＧｓに関する当行の取組み

「貧困をなくそう」

・日本赤十字社、AMDAへ株主優待を通じて寄付金を支出

「飢餓をゼロに」
・農業ファンド、アグリサポートファンドへの投資
・地域の農産品ブランド化の支援

「すべての人に健康と福祉を」
・ワークライフバランスの推進
・育児、介護支援
・地域ヘルスケア産業支援ファンドへの投資
・健康経営に積極的に取組む企業向けの「ちゅうぎん健活企業応援ローン」の創設
・交通安全資材（ＤＶＤ）の寄贈
・ＳＩＢ（ソーシャルインパクトボンド）事業への出資

「ジェンダー平等を実現しよう」
・働き方改革、ダイバーシティの推進
・にじいろHeartプロジェクトの設立（第3期目活動中）
・WEPs（※１）への署名

「安全な水とトイレを世界中に」
・「公益信託『百間川』水とみどり基金」の運営

「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」
・エコ私募債の引受け
・環境配慮型経営企業に対する「ちゅうぎん環境配慮型融資」
・太陽光発電事業に対する「ちゅうぎん太陽光発電設備融資」　
・小水力発電事業への融資

「働きがいも経済成長も」
・「ちゅうぎんの心」
・障がい者雇用の法定雇用率2.2％に向けた施策の検討
・地域応援活動、ライフプランサポート活動の実施
・スマホ決済サービス J-Coin Payへの参画

「住み続けられるまちづくりを」
・住宅ローン、アパートローンの推進
・各自治体と連携して地域見守りネットワークに参加
・空き家解体費用を低利で借入できるローン創設
・各自治体と包括協定を締結し、総合戦略の達成や地域活性化に向けた取組みに連携

「人や国の不平等をなくそう」
・ダイバーシティの推進
・「ヘルプマーク」普及活動への取組み

「つくる責任つかう責任」
・ペーパーレスの推進
・農業ファンド、アグリサポートファンドへの投資

「産業と技術革新の基盤をつくろう」
・API（※2）共通基盤の構築
・海外の業務提携や商談会の活用によりお客さまの海外進出・販路拡大をサポート
・岡山イノベーションプロジェクトの開催
・新規創業融資制度の創設や創業サポートパッケージの創設

「質の高い教育をみんなに」
・教育機関寄贈型私募債の引受け
・エコノミクス甲子園、金融知力講座の開催
・お客さま向けの各種セミナー開催
・「こころの劇場」岡山県公演協賛

「気候変動に具体的な対策を」
・「岡山県二酸化炭素森林吸収評価認証制度」の認証取得

企業に人権・労働・環境・腐敗防止の提唱を求める「国連グローバル・コンパクト」と、男女平等と女性のエンパワーメントを目指す国
連の機関「ＵＮ Ｗｏｍｅｎ」が２０１０年３月に共同で作成した世界共通の原則。

（※１） お客さまの同意にもとづいて銀行等のシステムに外部から接続して安全に情報を取得できるようにする仕組み。（※2）
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2004年の台風２３号で被害を受けた真庭市の森林の一部を「ちゅうぎんの
森」と名づけ、災害に強い針広混交林化を目指して2008年から整備事業を実
施しています。

森林整備に非課税の公的寄付を利用することで、当行は寄付金控除が適
用され、森林所有者は整備資金が調達できるスキームとなっています。

2018年3月30日、「ちゅうぎんの森」の新たな
整備計画を作成し、真庭市と覚書を締結しました。
新計画では、今後５年間にわたり、間伐・除伐な

どをおこないます。
間伐後の木材については売却し、その資金を森
林保全活動に活用するとともに、売却が難しい木
材についてはバイオマス発電に使用し、有効活用
する予定です。

地域経済・社会
地域経済とコミュニティの活性化に貢献する
高齢化
高齢者の安心・安全な生活を支える
金融サービス
より良い生活をおくるための金融サービスを提供する
ダイバーシティ
ダイバーシティ・働き方改革を推進する
環境保全
持続可能な環境の保全に貢献する

1

2

3

4

5

Governance
経営監督機能の強化

コンプライアンス　など

企業統治

ステークホルダー
お客さま 株主のみなさま 従業員 地域社会

企業の持続的成長・健全性の維持

環境保全活動への取組み

風倒木被害林再生事業～ちゅうぎんの森～1

（※）ESG・・・
環境（ Environment ）・社会（Society）・企業統治（Governance）の頭文字をとったもの。
これらは企業の持続的成長に影響を及ぼす要素であるとの考えが世界的に広がりつつあります。

〈「ちゅうぎんの森」整備資金寄贈式〉

E― 環境を守るために ―
nvironment

ESGのイメージ地球温暖化や環境破壊に対
する意識の高まりや、地域社会
への貢献活動・働き方改革など
に代表される労働環境改善へ
の取組み、投資家・企業に対す
る行動基準の策定など、近年は
ESG（※）を踏まえた企業経営
が企業の成長・存続の観点から
も注目されておりますが、当行
のCSR活動はESGと密接に関
連しています。以降のページで
は、CSRの取組みをESGの観点
からご紹介します。

持続的成長への取組み

S o c i e t y
お客さまへの取組み

労働環境の改善
社会貢献活動　など

社会Environment
環境保全活動

環境ビジネス
環境負荷低減への取組み　など

環境

「海の豊かさを守ろう」
・アグリサポートファンドへの投資

「陸の豊かさも守ろう」
・ちゅうぎんの森の整備
・廃棄文書のリサイクル化をおこない、再生紙の利用
・「ちゅうぎん通帳アプリ」の提供開始

「平和と公正をすべての人に」
・コンプライアンス態勢の高度化
・マネー・ローンダリング態勢の高度化
・ガバナンス態勢の高度化

「パートナーシップで目標を達成しよう」
・TSUBASAアライアンスの締結
・自治体との包括協定（人材交流、観光振興、地域産業の振興など）
・産学官金で連携し、大学が保有する研究シーズを民間企業へ情報発信

ＴＳＵＢＡＳＡアライアンスは、国連において採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を踏まえ、アライアン
スの目的のひとつである地域の持続的な成長を実現するため、次にかかげる地域の共通課題に対する各行
の相互認識のもと、アライアンスにより結集した知見を活用しながら、それぞれの地域の社会・環境課題に
取組んでいくことを宣言します。

2019年5月22日

「ＴＳＵＢＡＳＡ ＳＤＧｓ宣言」

TSUBASA
SDGs宣言

E
S
G
の
取
組
み

S
D
G
s
へ
の
取
組
み

ESGの取組みSDGsへの取組み


